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第３期四谷地区協議会会議録 

分科会名  役員会 開催回 第７回 

開催日 平成２２年１２月１３日（月）地域センター―小会議室 

出席者 区民 役員６名  職 員 ４名  

主な協議

のテーマ 

１，各分科会報告・連絡について 

２，地区協議会連絡会・自治基本条例検討会 報告 

３，他 

会議内容 

主な意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会議冒頭２件の行政関連の依頼がありました。 
① 新宿区観光マップの作成協力依頼について 

・・・新宿区未来創造財団（レガス新宿） 
○要旨                    
・地域として PR したい部分、広告したいお店の紹介等についてご意見いた

だきたい。 
 ・３月刊行予定。１２月もしくは１月に（編集会を開催させていただき）お

話を伺いたい。 

 
○主な質疑応答、意見等  
協議会：「地域で PR したい部分」の具体的なイメージを教えてください。 

 レガス回答：紹介したいスポット、まち歩きして楽しい情報 

 
協議会：広告掲載要綱の意味を説明して欲しい。 
レガス説明：（補足）マップ内に広告を掲載し広告料を印刷代金の一部に充

てる。 
協議会意見：広告（協賛）の部分は商店連合会に関わるので商店街会長に意

見をうかがってほしい。 

 
 ○結論 
 第１分科会を窓口として日程を調整し連絡することとした。四谷商店街連合

会の作成しているマップもあるので内容が全く同じにならないよう（連合会作

成の）マップに関わった人が協力するほうが良いと考え、観光ガイド実行委員

会準備会リーダーが関わることとした。 
●後日日程調整後 １月１１日観光ガイド実行委員会準備会が終了後編集会

を開催することとした。 
・商店会連合会で作成するマップの基礎資料と照らし合わせ同一のものができ

ないよう配慮して進める。 
・第１分科会では予てよりわくわくマップの作成をレガス学芸課と協働で行っ

てきた経緯もあるので今回のマップに関しても中心となり観光準備会とと

もに協力することとした。 
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② 区立みなみもとまち公園における地域拠点ビオトープの整備について 
みどり公園課担当職員

職員より事業概要、計画図の配布後説明 
【意見交換】 
担当職員：地域の方の意見をお聴きしながら、プランを煮つめていきたい 

具体的な案はまだこれから。 
協議会役員：今の説明ではわかりづらい。ある程度の大きなプランを出しても

らわないと意見を出しにくい。意見交換会までもう少し構想を固

めてほしい。 
担当職員：意見交換会（１２月１８日）までに、プランを１つ作り提示させ

ていただこうと思います。意見をうかがいながらプランにフィー

ドバックしたい。先ずは毎日公園に通う方から意見を伺った。 

 
協議会役員：子どもたちがのびのびと遊び夏は水遊びが盛んな公園なので、配

慮して作っていただきたい。 
協議会役員：生き物はどのようなものが想定されますか？ 
担当職員：現段階ではカエル、とんぼ、チョウ等がビオトープの規模が小さ

くても生息すると思います。 

 
協議会役員：意見交換会、ワークショップが３回位では利用者の意見が反映さ

れないのではないか・・・心配する。 
協議会役員：できてから「こんなはずではなかった・・」では困る。 
協議会役員：この会に来だけで地域の意見を聞いたと言われては困る。 
担当職員：なるべく多くの方に意見をお聴きしながら、皆様に納得していた

だけるよう整備します。その為にも(たたき台となる)プランを１

８日に向け作成します。 

 
協議会役員：植物が茂ると防犯上見通しが悪いのではないか心配する。 

 そのあたりに気をつけてほしい。見通しを良くして欲しい 
担当職員：低木を間引きし目線が行き届くようにします。 

 
協議会役員：水はどうするのですか？年間維持費はいくらぐらいですか？流れ

はありますか？ 
担当職員：現在は水道水を検討中。使用料具体的にはまだ計算していないが

循環させて利用する予定。流れは少しできると思います。 

  
協議会役員：全体的な費用を知りたい。雨水の利用は検討しないのか？税金で

作るものなので慎重にして欲しい。 
出張所長：（役員だけでなく）委員さんで興味ある方もいらっしゃる。今後

も資料を提供してほしい。  
協議会役員：協議会でも情報を（広報誌で）発信したい。 
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第1分科会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２分科会 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３分科会 

 

 

 

 

 

 

 

 

協議会役員：（協議会）事務局から情報提供してもらえるよう進捗を報せてく

ださい。 
 担当職員：了解しました。 

 

各会の活動報告   

・１２月第１回鑑定会を開催した。 
・応募は２０点程度 おひとりで何十点も出された方いらっしゃる。 
・内容は歴史的なものから趣味的なものと幅広い。 
・現在４年目なので５年目を迎える来年度に趣向を変える案が出ている。 

 
・四谷学について 
前回ビデオ撮り（ナレーションを入れた映像）が好評だったので、講話者に

勉強会に来会していただくだけではなく、こちらから出向いてお聴きしてい

こうと思う。 
・三栄町複合施設について担当職員より説明があった。 
分科会で「集会施設利用者の質問が集中するので、別途地域の人の意見を聞

く会を開いていただきたい。」と要望した。 
（補足）管理者を指定管理かどうかまだ検討中 
次回１２月１２日の会議に以下２件の行政関連の来会がある。  
・WE バスのルート変更の説明 
・内藤新宿分水（玉川上水を偲ぶ川の流れ）散歩道に設置する看板について 

     
・１２月９日 若葉地区体操教室終了後意見交換会を開催予定。 
来年度の開催について参加者の意見をお聞きする。 

 
・新宿区安全安心リーダー講習会（１２月１２日）に参加した感想 
四谷地域で４名参加  
犯罪しにくい街づくりには、外から見えにくく入りやすい場所の削除が必

要。  例）歩道橋の上、公園の死角（茂み、トイレ、物置の裏など） 
自分たちで目を養うことが必要と感じた。 

 
「内藤とうがらし」に関する報告  
・NPO スローフード協会に来年の育成用に種を収穫してもらった（交配して

いない八房とうがらし） 
・種から育てることを呼びかける他苗を１００円（原価）で配布予定 
・１２月１１日内藤とうがらしを使った料理の試食会と七色とうがらしの調合

を協議会全委員に呼びかけて実施した。 
・焙煎したとうがらしは、少量だと（焦げるので）業者発注は無理 
今後は乾燥とうがらしをミル（粉砕機）で作成する予定。 
自前で作ると香りがよくインパクトあった。他ではできない体験ができて喜
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ばれる。今後観光、地域交流などで活用していきたいと考える。 
・地域センター運営委員よりとうがらしを利用した料理講習を協議会と協働し

て開催したい旨要望された。 
・新宿歴史博物館より 新宿中村屋関連事業においてカリー教室を開催するが

協議会に内藤とうがらしに関するレクチャーなどを協力してほしい旨、依頼

があった。→第３分科会有志により協力することとした。（３月９日予定）

 
・今まで地域活動には関わっていなかった方が「声」を読み来会してくださっ

た。今後も新しい方に多く関わっていただき活動を活発化していきたい。 
・NPO 連絡協議会との交流会で左門町の方が新しく活動に参加したいとお申

し出いただいた。 
・４月からガイド案内の公開研修とした町歩きを開催していく予定 
・来年度は「研修」と「振り返り」を繰り返し四季を通じて研究する。 
・「住んでよし訪れてよしのまちづくり」を住民と商店街が協力したプレーヤ

ーとして実現したい。  
・町会ごとに２名程度参加していただき体験してもらいたい。 
・３月２６日に歴史博物館とタイアップして四谷の桜名所を訪ねる「まち歩き」

を計画している。１月、２月にコースを計画する。  
・歴史博物館が四谷の今昔の写真展を１月１８日～３１日まで区民センターピ

ロティで開催予定。 

 
・東京都主催「観光まちづくりシンポジウム」の参加報告 
 観光ガイド実行委員会準備会会議録参照 
継続できる事業の秘訣の事例発表があった。  
新宿区には観光プラットホームを束ねる新宿観光ビューロー計画がある。 
地区協の役割としてミニプラットホームを目指したい。 
意見 
 ○自分の住む町を案外知らない。観光をきっかけに自分のまちを見直せると

よいと思う。新宿区には桜の花が多いのでよい機会だと思う。若い人にも参加

してもらいたい。 

 
・広報誌を協議会活動の情報提供の場として利用してほしい。  
・町会もわが町の PR を積極的にしてほしい。   

第４号では広報誌では霞ヶ丘、四谷４丁目町会の予定。  
・観光町づくりに関して大きなテーマになる。毎回地域に情報発信していく。

「自分たちの町に埋もれたものを発掘したり、新しい発見をしませんか？」

というようなソフトな呼びかけで参加を呼びかけたい。 
・自治基本条例に関してもわかりやすく地域に情報発信できるようご協力いた

だきたい。 

 
 



 - 5 - 

 

課 題 別 

防災・地域

安全 

 

 

 

 

 
 

・乳幼児のための救命講習会を３月に開催予定。 
・工学院大学で乳幼児対象の救命についてレクチャーできるとの情報もいただ

いた。（事務局） 

 
 

●地区協議会連絡会について  

  ・一時期発言されていた連絡会の規約・会則等の討議はされなかった。 
・協議会の地域の位置づけを協議している。 
・協議会は様々な団体との交流をしながら地域が寄せ集まる形で動いてい

くのではないかと考える。 
【意見】 
○他地区それぞれの考え方があるだろうが、四谷は現在順調に運営されている

と考える。（地域ごとの事情が違うので一律な比較はできないと考える。） 
○四谷では協議会設立当初に比べ地域の方にすいぶんと理解いただいている。

○連絡会の中に上下関係や規約は必要ない。連絡（情報交換）の場であるので

横並びでいくことに意見が一致した。 

 

●自治基本条例報告会進捗状況 

各地域１０名～２０名参加している  
質問では 夏目漱石（個人名）だけをなんで入れたのか？ 
区民と住民の違いは？ などがあった。 
【意見】 
○条例は完全にできあがってない。長い目で見ていかないといけない。  
○区民憲法として区民の指針になるとよいと思う。 

 
●その他  
・新宿区作成タブロイド判協議会広報誌の確認 
【意見】 
四谷花いっぱい運動のコメントに「街路で育てる」を挿入して欲しい。 

 

次回日程  ２月７日（月） １４：００～ 四谷特別出張所会議室    


